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さ
ら
に
、
日
常
の
維
持
補
修
も

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

雪
害
や
土
砂
災
害
に
備
え
て
事
業
者

の
皆
様
に
は
協
力
体
制
を
確
保
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
っ
て
地
域
の
安
全
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
及
び
長
年
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
ら
れ
て
い
る
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ

て
連
携
を
強
化
し
、
西
多
摩
地
域
の
安

全
確
保
と
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

ご 

挨 

拶 東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
長 

奥 

秋 

聡 
克 

  

こ
の
た
び
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
と
し
て 

四
月
一
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
奥
秋
聡
克
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
当
事

務
所
所
管
の
道
路
河
川
等
の
事
業
推
進
に
当
た
っ

て
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
事
務
所
は
、
東
京
都
二
十
三
区
に
も
匹
敵
す

る
広
大
な
エ
リ
ア
を
所
管
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
約
七
割
が
山
間
地
域
で
あ
り
、
雪
害
や
土
砂

災
害
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
大
変
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
街
地
で
は
、
交

通
安
全
の
た
め
の
道
路
改
良
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
渋
滞
の
解
消
の
た
め
の
バ
イ
パ
ス
道
路
の
整

備
な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
災
害
時
に
お
け
る
集
落
の
孤
立
化 

 

を
防
止
す
る
、
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
の
本
体
工

事
に
い
よ
い
よ
着
手
し
ま
す
。
落
石
に
よ
り

日
原
鍾
乳
洞
付
近
で
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
日
原
街
道
に
つ
い
て
も
、
秋
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
ま
で
に
は
対
策
を
完
了
さ
せ
、
交
通

開
放
し
ま
す
。
市
街
地
部
で
は
、
安
全
で
円

滑
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
向
け

て
、
西
多
摩
産
業
道
路
や
千
ヶ
瀬
バ
イ
パ
ス

の
延
伸
を
、
志
茂
及
び
箱
根
ヶ
崎
に
お
い
て

鉄
道
と
の
立
体
交
差
事
業
を
、
吉
野
街
道
等

に
お
い
て
歩
道
設
置
や
電
線
地
中
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
砂
防
事
業
な
ど
の
土
砂
災
害
対
策

や
中
小
河
川
の
改
修
、
道
路
斜
面
の
補
修
、

ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
の
長
寿
命
化
等
を
着
実
に

実
施
し
ま
す
。 

 

着
任
の
ご
挨
拶 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長 

田 

中 

宏 

治 

 

 

こ
う
い
っ
た
現
状
な
ど
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
さ
ら
な
る
労
働
災
害
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
、
当
署

の
職
員
が
施
工
現
場
等
へ
伺
う
機
会

も
多
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際

に
は
、
是
非
と
も
、
皆
様
が
日
ご
ろ
か

ら
労
働
災
害
防
止
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
事
例
や
取

り
組
む
に
当
た
っ
て
頭
を
悩
ま
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
場
の
生
の
声

を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、
共
に
労
働
災

害
防
止
を
協
力
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益 

々
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
着
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
け
で
青
梅
労
働
基
準
監

督
署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
労
働
基
準
行
政
の
推
進
、
と
り
わ
け
労
働
災
害
防

止
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
東
京
労
働
局
で
は
本
年
度
か
ら
五
か
年
に

わ
た
る
「
第
十
三
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計

画
」
（
通
称
、
「
十
三
次
防
」）
を
策
定
し
て
、
官
民

一
体
の
労
働
災
害
防
止
の
各
種
取
組
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。 

十
三
次
防
で
は
、
平
成
二
十
九
年
の
労
働
災
害
発

生
数
と
比
較
し
て
、
①
死
亡
災
害
で
十
五
％
以
上
の

減
少
、
②
死
傷
災
害
（
休
業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
） 

 

で
五
％
以
上
の
減
少
を
平
成
三
十
四
年
ま
で

に
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
東
京
労

働
局
を
挙
げ
て
各
種
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 ま

た
、
建
設
業
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
死

亡
災
害
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
や

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
控
え
て
建
設

工
事
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
重

点
的
に
取
り
組
み
を
行
う
業
種
の
一
つ
に
掲

げ
て
お
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
墜
落
・
転
落
災
害
防
止
対

策
の
充
実
や
現
場
と
店
社
が
一
体
と
な
っ
た

安
全
衛
生
管
理
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

指
導
、
支
援
等
の
強
化
を
行
い
ま
す
。 

 

き 

 

昨
年
は
世
界
経
済
、
日
本
経
済
と
も
に
予
想
以
上
の
好
調
で
順
調
な
景
気
回
復

に
期
待
が
高
ま
り
、
建
設
業
界
の
市
場
規
模
に
於
い
て
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直

後
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
比
較
す
る
と
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
動
向
は
大
手
企
業
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
中
小
企
業
が
主
体
と
な
る
多
摩
地
域
の
建
設
業
界
に
あ
っ
て
は
、
東
北
大
震

災
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に
関
わ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
限
定
的
な
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
に
よ
り
、
人
材
不
足
、
作
業
員
高
齢
化
、
受
注
量
減
少
等
の
問
題
に
拍
車
が
か

か
り
、
極
め
て
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
材
不
足
の
中
で
も

特
に
技
術
者
の
育
成
に
関
し
て
は
よ
り
深
刻
で
あ
り
ま
す
。
厚
労
省
の
統
計
に
よ

る
と
二
〇
一
七
年
度
で
は
建
設
業
の
求
人
倍
率
は
四
．
六
八
倍
、
と
び
土
工
・
鉄

筋
工
で
は
一
〇
．
七
五
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。 

入
札
契
約
制
度
に
関
し
て
は
東
京
都
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
業
界
側
か
ら
改

全
要
望
書
を
提
出
し
た
結
果
、
建
築
四
．
四
億
、
土
木
三
．
五
億
、
設
備
二
．
五

億
以
下
は
予
定
価
格
を
事
前
公
表
と
す
る
。
又
、
Ｊ
Ｖ
結
成
義
務
撤
廃
に
関
し
て

も
混
合
入
札
を
継
続
す
る
も
技
術
者
育
成
型
に
関
し
て
は
加
点
を
倍
に
す
る
等

の
回
答
で
あ
り
、
一
定
の
改
善
案
を
東
京
都
が
示
し
た
も
の
で
、
当
組
合
を
始
め

建
設
業
団
体
の
粘
り
強
い
要
望
活
動
が
行
政
を
動
か
す
結
果
と
な
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
し
て
も
発
注
者
側
の
理
解
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
今
後
一
層
の
行
政
や
関
係
官
庁
と
の
協
力
、
提
携
が
重
要
だ
と
考
え
、

引
き
続
き
行
政
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
し
、
西
多
摩
地
域
の
受
注
機
会
増
大
に
傾

注
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
現
状
を
鑑
み
、
地
域
に
密
着
し
た
地
場
建
設
業
者
で
構
成
さ
れ
た
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
は
、
多
摩
地
域
の
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
、
西

多
摩
の
未
来
を
担
い
、
地
域
か
ら
必
要
と
れ
る
組
合
を
目
標
に
建
設
業
の
社
会
的

地
位
向
上
に
努
め
、
当
組
合
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

今
後
と
も
各
委
員
会
の
活
動
を
主
体
に
組
合
員
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き

努
力
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。 

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
度
重
点
目
標 

 
 

一
、
災
害
対
策
組
織
の
強
化
お
よ
び
近
隣
組
織
と
の
連
携 

 
 

二
、
組
合
員
の
技
術
力
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
等
の
実
施 

 
 

三
、
労
働
災
害
撲
滅
の
為
、
工
事
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

 
 

四
、
組
合
活
動
の
強
化
お
よ
び
広
報
の
拡
充 

 
 

五
、
暴
力
団
等
排
除
協
議
会
の
活
動 

 
 

六
、
新
規
組
合
員
お
よ
び
賛
助
会
員
の
確
保 

 
 

七
、
組
合
収
益
事
業
の
拡
充 

 
 

八
、
西
多
摩
地
域
に
お
け
る
社
会
貢
献 

 

平
成
三
十
年
度
事
業
方
針 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

理
事
長 

榎
森 

厚
志 
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 ４ 月 事 業 報 告  

２日 三建連 合同企業説明会 第１回実行委員会 

１１日 西建協・若手経営者の会 役員会 

１３日 広報委員会 ２８５号編集発行 

１３日 事業委員会 

１６日 都議会公明党「都の入札制度改革に対するヒアリング」  

三多摩建設業連合会 出席 

１５日 国・都の優良工事の表彰受賞者の応募締切 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 

２６日 災害対策安全委員会 

２６日 東京都知事による「都の入札契約制度改革に対する」

ヒヤリング出席（三多摩建設業連合会） 

  ５ 月 事 業 計 画  

８日 事業委員会 

１４日 広報委員会 ２８６号編集発行 

１５日 西多摩建設業協同組合 親睦ゴルフコンペ 

１８日 三建連 合同企業説明会 第２回実行委員会 

２１日 総務委員会 

２３日 理事会 

２３日 西多摩建設業協同組合 第５２回通常総会 

     時間：１６時 

     会場：青梅市福祉センター ２階うめの間 

３１日 西建協・若手経営者の会 第２５回定期総会 

     時間：１６時 

     会場：建設会館 ３階大会議室 

 

《安全週間説明会》 
 日時 ６月１５日（金曜日）午後２時～ 

 会場 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ ２階講座室 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2018年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（９年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

 

平成３０年度 西多摩 建設マイスター 受賞者 

 

・
加
藤
浩
士
朗 

 

㈱
コ
ウ
ケ
ン 

・
飯
村 

 
 

公 
 

戸
髙
建
設
㈱ 

・
伊
藤 

 

新
一 

 

㈲
宮
﨑
土
木 

 

 

平成３０年度通常総会（第５２回） 

優良工事表彰受賞組合員 

右より 

・㈱村尾重機 

・㈱村尾重機 

 

・成友興業㈱ 

・㈱馬場組 

・㈱武田組 

 

東京バーディクラブ 

西多摩建設業協同組合 親睦ゴルフコンペ 

５月１５日（火）親睦ゴルフコンペが開催されました。 

組合員・賛助会員合わせて総勢３５人（９組）の多くの 

参加者にて実施されました。 

                   （広報委員会） 

 

全 国 安 全 週 間  

 準備期間  ６月１日～６月３０日 

 本 週 間  ７月１日～７月７日 

      スローガン 

   新たな視点で見つめる職場 

    創意と工夫で安全管理 

     惜しまぬ努力で築くゼロ災 

 


